学校図書館活用教育フォーラム

学校図書館が拓く道徳教育　学習指導案

『Messi と ビルマ（ミャンマー）難民キャンプ と 人類愛』
　　　　東京学芸大学附属国際中等教育学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　古　家　正　暢

１．日　　時　　　2010年12月04日（土）
１4時05分～14時45分　　於：東京学芸大学・学芸の森ホール（芸術館）
２．対　　象　　　東京学芸大学　大学生有志
３．主 題 名　　　『Messi と ビルマ（ミャンマー）難民キャンプ と 人類愛』 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　内容項目　４－(10)　「世界の中の日本人としての自覚をもち、国際的視野に
立って、世界の平和と人類の幸福に貢献する。」
４．主題設定の理由

　　本校は2007年4月に附属大泉中学校と附属高等学校大泉校舎を改組・再編して生まれた『IB（International Baccalaureate）』の「MYP（Middle Years Programme）」の教育理念に基づく中高一貫の国際中等教育学校である。IBの教育理念は、ホリスティックな学び：すべての知識は有機的なつながりをもつという全人教育にある。その関心は学問的達成にとどまらず、学校外でも責任ある市民的行動がとれることをめざすものである。このMYPの中核をなすプログラムにAOI（Areas of Interaction）がある。人間の成長には、下記の5つの領域をバランス良く学べるよう授業に取り入れることが大切であると指摘されている。＜○Approaches to Learning　○Community and Service

　○Environments　○Human Ingenuity　○Health And Social Education＞

2009年度には、学校として、このMYP5領域の一つCommunity and Service（CS）に力を入れることを宣言した。生徒一人一人にCSノートを配布し、提出を義務付け、教師が一言コメントを書いて返却するシステムを構築した。学校がボランティア活動を推進する主体となったのである。自主性を重んじるべきボランティア活動にあって、学校がボランティア活動を推進する主体となることに疑義を差し挟まれる方もあるかもしれない。しかし、附属学校という恵まれた教育環境のもとで生活する子どもたちに、社会の一員として『自分に何ができるか』を問い、ボランティア活動に興味・関心を抱くだけでなく、実際行動に移すことは大変重要な教育活動であると考えた。このような大きな流れの中、本校の国際教養（道徳・総合的な学習の時間・ホームルームを融合）の時間では、国際的視野に立って、世界の平和と人類の幸福に貢献するような人間の育成に力を入れようと考えた。
　　中学校学習指導要領解説「道徳編」＜総説＞第2節「道徳教育の基本的な在り方」　3「生徒を取
　り巻く社会の変化と道徳教育」(4)「社会の変化に伴う様々な課題への対処」には以下のような文章
がある。
『我が国の社会を公正で活力あるものとして持続的に発展させるためには、人々の意識や社会の様々なシステムにおいて、社会・経済的な持続可能性とともに、人として他と調和して共に生きることの喜びや、そのために必要とされる倫理なども含めた価値を重視していくことが求められている。これからの学校における道徳教育は、こうした課題を視野に入れ、生徒が夢や希望をもって未来を拓き、一人一人の中に人間としてよりよく生きようとする力が育成されるよう、一層の充実が図られなければならない。』
また、本校では「持続可能な開発のための教育（ESD:Education for Sustainable Development）」

　を全教科・全領域で推進している。ESDで扱わらえる具体的テーマはGlobal Issue であることが多い。自ら課題を発見・調査し、仲間と議論し、課題を明確にし発信していくことが求められる。このとき、読書力・読解力・分析力・コミュニケーション力・表現力が問われることとなる。これらのスキルをつながりを持たせながら育成していくためには、『知と心の学びの空間』としての「学校図書館」の存在なくしては考えられない。そこで、今回の授業にあたっても「学校図書館」の活用にこだわってみた。そこで本授業では、キーワードに「Messi」・「ビルマ（ミャンマー）難民キャンプでの図書館づくり」を置き、道徳内容項目 4－(10) 「世界の中の日本人としての自覚をもち、国際的視野に立って、世界の平和と人類の幸福に貢献する。」を追究したいと考えた。
５．自作資料に基づく授業の構想について　　　　

2010年　カナダ：バンクーバーでは冬季オリンピックが開催され、南アフリカではサッカーワールドカップが開催された。オリンピックで活躍したフィギュアスケートの金妍兒選手・Ｗ杯で活躍したアルゼンチン代表のリオネル・メッシ選手は、ハイチ地震への寄付行為や難病の人々の救済等の実績により、2010年ユニセフ親善大使に任命された。

日本に目を転じてみると、1984年に黒柳徹子(1933生)さんが任命されて以来、26年間も後継者のいない時代が続いている。日本は決してユニセフ支援に興味・関心がないわけではない。若い世代に、この事実を伝える中で、「自分に何ができるか」を問い、一歩踏み出そうとする心情を育みたいと考えた。　

ただし、金姸兒・Messiというスーパースターの国際ボランティア活動の事例紹介に終わると、国際ボランティア活動を身近な課題として考えられないのではないかと考えた。そこで本校図書館司書の渡辺有理子さんのビルマ（ミャンマー）難民キャンプでの図書館建設や人材育成にあたったというエピソードを写真を通して紹介する中で、国際ボランティア活動を身近な問題・ひいては我がこととしてとらえさせ「自分に何ができるか」を問い直す機会としたいと考えた。
６．本時の目標
○Messi選手のユニセフ親善大使としての活動や渡辺さんのビルマ（ミャンマー）難民キャンプでの図書館づくりの活動を通して、世界の平和と人類の幸福に貢献する姿勢を培うことの素晴らしさにふれる。
○国際的視野に立って、世界の平和と人類の幸福に貢献するために「自分に何ができるか」と考え、　　　一歩前に踏み出そうとする心情をはぐくむ。
７．授業展開　

＜第2校時：１4時05分～14時45分＞　
	
	学習活動
	発問●　と　予想される生徒の反応◇
	留意点

	導

入
15
	○2010年を振り返る
○金姸兒選手とMessi選手に共通すること…
	●2010年はみなさんにとってどのような年だったでしょう…
　最も印象に残っていることは…　何ですか…
◇？？？　サッカーワールドカップ…　

●それでは、スライドで2010年を振り返ってみましょう。
　1月　死者20万人にも及ぶハイチ地震

　2月　バンクーバー冬季オリンピック

　4月　アイスランド：エイヤフィヤトルヨークトル火山噴火
　5月　上海国際博覧会開幕

　6月　FIFAワールドカップサッカー　南アフリカ大会

10月　チリ鉱山事故　生存者全員救出
 11月　アウン・サン・スー・チーさん7年半ぶり解放
●2010年　私は二人の若者に注目しました。

　その人物とは、金姸兒選手とMessi選手です。

　さて、この二人の若者に共通することは何でしょうか…
　◇？？？　英雄…　スーパースター…　神…

●二人に共通することは今年ユニセフ国際親善大使になったということなのです。

では、ここでMessiの映像を見てみましょう。

彼らは、フィギュアスケートやサッカーという世界にとどまらず、メディアを通してユニセフへの支援を訴えています。
●Messiについて、何か知っていることはありませんか…

●みなさんの中にも、コンプレックスやハンディキャップ等に

悩んでいる人はいませんか…　

⇒彼らの行動を、みなさんはどう思いましたか…

　まず、このようなMessiの活動を知っていましたか…
⇒本日の授業では、国際的視野に立って、世界の平和と人類の幸福に貢献する姿勢を共に学んでいきたいと思います。
	＊スライドで2010年を振り返る。
＊MessiのユニセフＣＭを流す
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	○国際中等教育学校(ISS)図書館の紹介

○図書館司書：渡辺さんのビルマ難民キャンプ図書館づくりの紹介

	●私は彼らのような人材を産むための基礎となるのは「知と心の学びの空間」である「学校図書館」にあると考えています。

●そこで、まず、本校の図書館を見てください。

　○特徴1　授業での多目的な利用
　　　図書館・授業・発表会・学年集会…

　○特徴2　NIE実践指定校として…
　　　新聞10紙（日本語6紙・英字紙4紙）

　　　新聞に掲載された投書の掲示

　○特徴3　展示スペースとしての活用
　　　伝統文化（雛人形）
　　　裁判員制度

　　　報道に携わる人々

　　　サッカーＷ杯と南アフリカ

　　　アスリートの本棚

⇒写真で紹介しただけですけれど、ISSの図書館に対して、

　どのような感想を持ちましたか…　

●ここで、一つエピソードを紹介しましょう。

今年度の学園祭に図書委員会は委員会として唯一出展しました。その時の図書委員長が作成した微笑ましいポスターを見てください。

●この図書館を運営しているのが司書の渡辺有理子さんです。
渡辺さんは、2000年9月から3年間、シャンティ国際ボランティア会の派遣で、ビルマ難民キャンプの図書館づくりに携わられました。

　○ビルマ難民キャンプの位置

　○難民キャンプのようす

○図書館の開館のようす　
○図書館での子どもたちの輝く瞳
＜渡辺さんの感想＞

「難民キャンプに図書館ができるまでは、子どもたちはまる
　で希望が見出せず、親が死んだ絵や、自由のない生活など
心の暗部を絵に描いていました。ですが、図書館ができた
ことで、多くの知的な世界を知ることができ、心の自由が

得られるようになったのではないかと考えます。自分の将
来に夢を描き、希望を感じることができるようになったこ
とは、図書館のもたらした大きな役割の一つだったのでは
ないかと考えます。」
　⇒渡辺さんのビルマ難民キャンプでの図書館づくりを知っ
て、どのような感想を持ちましたか…
	＊本校図書館の多目的な活用状況をスライドを用いて紹介する。

＊渡辺さんから提供を受けた写真をもとにスライドショーを展開する。
＊生徒代表に渡辺さんの感想を読ませる。
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	○「自分に何ができるか」を問い直す
	●地球市民として、自分に何ができるかを問い直してみよう。
　金姸兒選手やMessi選手は、その知名度を生かして、ユニセフ親善大使として国際ボランティア活動を行っています。
　渡辺さんはビルマ難民キャンプで図書館づくりに尽力され、その後、本校図書館で魅力的な図書館づくりに尽力されています。
　　⇒では、あなたは…　世界の平和と人類の幸福に貢献するた

めに「自分に何ができるか」を問い直してみてください。
⇒今、すぐに見つからない。考えつかないとしても、少なく
とも「無関心という差別をしない」・「小指の痛みを全身の

痛み」と感じられる感性をもつことが大切ではないでしょ

うか…。


	


８．評価規準

　＜道徳的心情＞

　　　　　○世界の劣悪な環境の中で生きる子どもたちのために、ボランティア活動に尽力するMessi選手や

渡辺さんの世界の平和と人類の幸福に貢献する姿勢に共感している。

＜道徳的実践意欲・態度＞

　○国際的視野に立って、世界の平和と人類の幸福に貢献するために、自分に何ができるかと問い直

し、現在よりも一歩前に踏み出そうという意欲・姿勢を示している。
９．参考文献
渡辺有理子「図書館への道－ビルマ難民キャンプでの1095日」鈴木出版　2006

